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第５学年２組 算数科学習指導案 

指導者 田中 光葉 

１．単元名 面積 
 
２．教材観 
   本単元は学習指導要領，第５学年の２内容Ｂ「図形」（３）に示された指導事項のために設定され 

た単元である。子どもはこれまでに，正方形や長方形の面積を求め，それらの面積を求める公式を
導き出してきた。また，複合図形の求積では，図形を分割，移動，合成して面積を求めることを学
習してきた。 
 本単元では，三角形や四角形の面積を求め方に着目し，面積の求め方を考え，公式を導き活用し
ていくことが主題である。多様な面積の求め方を見出すとともに，簡潔で的確な表現に高め，公式
として導いていく。図形を分割，移動，合成する数学的活動を通して，既習の面積の求め方を活用
することのよさを実感させることも重要である。また，面積の学習では多様な考え方が出ることが
期待され，それらの考えを図や式などを用いて表現し伝え合うことで，豊かな学び合いにつながっ
ていく。この学習は第６学年における「円の面積」「およその形と大きさ」の学習へと発展していく。 
 

３．指導観 
   本学級の子どもは学力的に差があると感じる。特に四則計算に時間のかかる子がおり，日々基本

的な計算練習を授業で取り入れている。また，事前の調査の結果の算数の学習に対する意欲面を問
う項目において，９０％以上の肯定的な意見だった。このことから算数の学習に対して意欲的に学
習している子が多くいる。その反面，「その日の学習問題を立てようとしている」という項目におい
て否定的な回答をしている子どもが２７パーセントいることがわかった。意欲的に学習に向かって
いる反面，どこか受身的な気持ちで授業に参加していて，自分の考えをもつことに苦手意識をもっ
ている子が多いのだと推測できる。 

   本時では，「見出す」場面を丁寧に行い，前時までに学習した，分割，移動，合成の考え方が使え
ることに気づかせたい。そのために教室や，タブレット上でいつでも振り返りをすることができる
環境づくりをしていく。「自分で考える」場面では自分の力で求積の仕方が思いつかない子どもが
いるときのためにタブレット上に友達の考えが表示されるようにしておき，自分で解くヒントとす
る。また，早く自分の考えが書ける子については図形のシートを３枚配付することで，まだ考えが
ありそうと声をかけ，複数の考えが考えられるよう促していく。 
「広げ深める」場面ではタブレットで提出した考えを相談タイムや全体での話し合いでモニター

に提示することで活用していく。そうすることで全員の考えがモニターに提示され,授業に参加し
たという意識を高める。 

   このような手立てを行うことで，自分の考えをもたせることにつなげる。それを多く取り上げる
ことで次時の公式作りにつなげていきたい。 

 
４．単元の目標 
【知 識 及 び 技 能】 底辺と高さの意味や公式について理解し，三角形や四角形の面積を求

めることができる。 
【思考力，判断力，表現力等】 既習の面積の求め方をもとに三角形や平行四辺形などの面積の求め方

を考えたり，求積方法をふりかえって公式を導いたりしている。 
【学びに向かう力，人間性等】 三角形や平行四辺形などの面積を求める活動に進んで取り組み，ふり

かえりを通して面積の求め方や公式のよさに気づき，生活や学習にい
かそうとしている。 

 
５．本時の指導（８／１４） 
（１）目標 【思考力，判断力，表現力等】既習の内容を活用し，台形の面積の求め方を考えたり，説

明し合ったりすることができる。 
（２）展開 

学習過程 

（時配） 

学習活動と内容 

◎教師の発問・子どもの反応 

○留意点 ☆評価（方法） 資料 

見出す 

（８分） 

 

 

 

１．既習事項を確認し振り返る。 

◎面積を求めることができる図形は？ 

・平行四辺形 ・三角形 

・正方形   ・長方形 

２．本時の学習課題を把握する。 

 

○モニターを見せながら復習を行う。 

○教室掲示もしておき，振り返り

に役立てる。 

 

 

モニター 

 

 

 

自分の考えをもち、一人一人の考えを多く取り上げることができる授業 
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自分で考える 

（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広げ深める 

（20分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめあげる 

（７分） 

○かの台形の面積を求めよう。 

 

 

３．学習問題を立てる。 

 

 

４．見通しを立てる。 

◎どうやったら面積を求めることが

できそう？ 

・切って三角形を２つにできそう。 

・同じ形をくっつけられないかな。 

・今までみたいにやればいい。 

５．自力解決をする。 

・対角線で２つの三角形に分ける。 

      ３×４÷２＋９×４÷２＝２４ 

                 ２４㎠ 

     ９９×４÷２＋３×４÷２＝２４ 

                 ２４㎠ 

・台形を２つ並べて面積が２倍の平

行四辺形にする。 

        （３＋９）×４÷２＝２４ 

                 ２４㎠ 

・半分のところで切って動かし，平行

四辺形にする。 

        （３＋９）×２＝２４ 

                ２４㎠ 

６．お互いの考えを見合い確認する。 

  （相談タイム） 

７．求積の仕方について全体で話し合う。 

◎どうやって面積を求めましたか？ 

 

 

８．じゃあ問題を解く。 

        ４×６÷２＋８×６÷２＝３６ 

                   ３６㎠ 

（４＋８）×６÷２＝３６  （４＋８）×３＝３６ 

９．本時のまとめをする。 

 

 

 

10．算数日記をタブレット上で書く。 

○ルーレットで今日の問題を子ど

もたち自身が選択したようにし

て選ばせる。 

 

 

 

 

○教室壁面に子どもが考えた平行

四辺形や三角形の求積の仕方を

掲示しておく。 

○三角形や平行四辺形の求積はど

うやったのか振り返らせる。 

 

○台形のシートを３枚配る。 

○シートの使い方については切っ

たり，書き足したりしてもよい

ことを伝える。 

○数字や式，言葉を書き込ませる。 

○自分の考えを撮影し，発表ノー

トに提出するよう伝える。 

○他の考え方もできないかと促す。 

○自力解決が難しい子どもには，

発表ノートで友達の考えを見せ

る。 

 

 

○タブレットの画面又は，ノート

を見ながら自由に話をさせる。 

○モニターに考えを提示しながら

説明させる。 

☆既習の内容を活用し，台形の面

積の求め方を考えたり，説明し

合ったりすることができる。 

（ノート・発表） 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習を振り返らせる。 

モニター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形シート 

ノート 

タブレット 

ノート 

撮影用枠 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット 

ノート 

モニター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット 

 

台形の面積を求めるには、どうしたらよいか。 

台形の面積を求めるには、切ったり 

くっつけたりすることで別の形に変形すればよい。 


